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「 燃 料 電 池 実 用 化 へ 」  
「 燃 料 電 池 車  ２ ０ １ ５ 年 が 商 用 化 第 一 ス テ ー ジ 」  

燃 料 電 池 車 は １ ９ ８ ０ 年 代 後 半 か ら ド イ ツ ・ ダ イ ム ラ ー Ａ Ｇ が 開

発 に 乗 り 出 し 、日 本 で は ９ ２ 年 に ト ヨ タ 自 動 車 が 開 発 を 始 め る な ど 、

こ れ ま で ２ ０ 年 程 の 開 発 の 歴 史 が あ る 。 最 初 は 化 学 プ ラ ン ト が 走 っ

て い る と い っ た よ う な レ ベ ル だ っ た の が 、車 両 の 耐 久 性 、航 続 距 離 、

始 動 温 度 、 水 素 充 填 法 、 車 両 効 率 と 開 発 が 大 き く 進 み 、 現 在 は 先 行

す る ト ヨ タ 自 動 車 、 ホ ン ダ が ２ ０ １ ５ 年 の 商 用 第 １ ス テ ー ジ を タ ー

ゲ ッ ト に 、 セ ダ ン タ イ プ で 開 発 を 進 め る 。 韓 国 ・ 現 代 自 動 車 も １ ４

年 に も 商 用 車 を 、 日 産 自 動 車 は １ ７ 年 に も 導 入 を 目 指 し て い る 。  

 「 Ｆ Ｃ Ｖ は 高 い 効 率 」  

世 界 の 自 動 車 メ ー カ ー が 燃 料 電 池 車 （ Ｆ Ｃ Ｖ ） の 商 用 化 に 向 け て 、

そ の 時 期 を 明 確 に し た の が ２ ０ １ １ 年 始 め 。 日 本 は こ れ を 受 け 導 入

初 期 に 向 け た イ ン フ ラ 整 備 と し て 、 水 素 ス テ ー シ ョ ン を 同 年 ま で に

４ 大 都 市 圏 を 中 心 に 計 １ ０ ０ カ 所 を 立 地 に 向 け て 動 き 出 し て い る 。  

Ｆ Ｃ Ｖ は 電 気 自 動 車 と 同 じ 電 動 車 両 で あ り 、 車 両 の 燃 料 効 率 は ６

０ ％ を 超 え 、 ガ ソ リ ン 自 動 車 の 約 ３ 倍 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 の ２ 倍 に な

る 。 燃 料 の 供 給 か ら 走 向 ま で の 、 い わ ゆ る ウ エ ル  ト ウ  タ ン ク の

総 合 効 率 で は 電 気 自 動 車 を 上 回 る 。  

 家 庭 用 Ｆ Ｃ は 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 規 模 が １ ｋ Ｗ 未 満 だ が 、 自 動 車

１ 台 （ １ ０ ０ ｋ Ｗ 級 ） で そ の １ ０ ０ 倍 以 上 に な る 。 そ れ だ け Ｆ Ｃ ス

タ ッ ク を 構 成 す る 高 分 子 膜 、 セ パ レ ー タ 、 白 金 な ど の 材 料 使 用 量 が

大 き く な り 、Ｆ Ｃ Ｖ の 普 及 に 向 け て は こ れ ら 材 料 の コ ス ト を 低 減 し 、

ま た 白 金 の 利 用 量 （ 現 在 １ ｋ Ｗ あ た り ０ ． ４ ｇ 程 度 ） を さ ら に 減 ら

し 、 活 性 化 し て い く な ど パ ワ ー ト レ ー ン の コ ス ト 削 減 を 進 め て い く

こ と が 一 番 の 課 題 。 Ｆ Ｃ Ｖ の 普 及 は ま た 家 庭 用 Ｆ Ｃ の コ ス ト ダ ウ ン
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に も 大 き く 貢 献 す る 。  

 「 ト ヨ タ 自 動 車 は ２ ０ １ ５ 年 車 、 セ ダ ン タ イ プ 」  

Ｆ Ｃ Ｖ は 現 在 、 世 界 で ダ イ ム ラ ー が １ ０ ０ 台 程 を 運 行 、 日 本 の ２

社 は 合 わ せ て ８ ０ 台 程 だ 。以 前 は Ｆ Ｃ の 開 発 で 、“ 自 動 車 が 先 か 、定

置 型 が 先 か ” の 議 論 が あ っ た が 、 家 庭 用 Ｆ Ｃ が 先 行 し 、 日 本 が 世 界

に 先 駆 け 導 入 を 進 め て い る の と 並 行 し て 、 自 動 車 も 日 本 勢 が 世 界 に

先 行 し て 実 用 ス テ ー ジ に 入 る こ と と な る 。  

ト ヨ タ 自 動 車 は １ １ 年 に 東 京 モ ー タ ー シ ョ ー で セ ダ ン タ イ プ の Ｆ

Ｃ Ｖ ― Ｒ を 公 表 、 １ ５ 年 車 は こ の セ ダ ン タ イ プ と な る 。 走 行 距 離 は

７ ０ ０ ｋ ｍ 。 水 素 貯 蔵 タ ン ク は ７ ０ Ｍ Ｐ a （ メ ガ パ ス カ ル ） の 高 圧

圧 縮 水 素 を 貯 蔵 し 、 円 筒 状 の 二 本 を 後 部 座 席 に 配 置 、 Ｆ Ｃ ス タ ッ ク

は 床 下 に 配 置 す る 。 Ｆ Ｃ ス タ ッ ク の 出 力 密 度 は １ リ ッ ト ル あ た り ３

ｋ Ｗ と 世 界 最 高 を 実 現 す る 。 Ｍ Ｅ Ａ （ 膜 ・ 電 極 接 合 体 ） は 白 金 の 量

を 大 き く 削 減 し て い る 。 従 来 の Ｆ Ｃ Ｖ と 比 べ 、 現 在 の 白 金 の 使 用 量

は ３ 分 の １ 程 に 減 っ て き て お り 、 最 終 的 な 目 標 は 、 ガ ソ リ ン 車 の 排

ガ ス 触 媒 に 使 う １ 台 ５ － １ ０ ｇ と 同 程 度 だ 。 作 動 温 度 は ９ ５ 度 が 上

限 だ が 、 第 一 世 代 車 以 降 の Ｆ Ｃ Ｖ で は １ １ ０ － １ ２ ０ 度 も 視 野 に 入

れ る 。 こ れ に よ っ て ラ ジ エ ー タ の 小 型 化 に つ な が る 。  

「 ホ ン ダ は ク ラ リ テ ィ を 超 え る 」  

ホ ン ダ は ０ ８ 年 に ク ラ リ テ ィ を 投 入 、 新 規 車 体 で 開 発 し た 世 界 初

の F C V で あ る 。次 世 代 車 は ク ラ リ テ ィ を 超 え る 耐 久 性 、航 続 性 能 な

ど が 要 求 さ れ て お り 、 目 下 、 最 終 段 階 の 開 発 を 展 開 、 Ｆ Ｃ ス タ ッ ク

の 小 型 化 や 、 パ ワ ー ト レ ー ン 全 体 の コ ス ト ダ ウ ン 、 ７ ０ MＰ ａ 水 素

貯 蔵 タ ン ク の コ ス ト 削 減 な ど を 進 め る 。  

「 日 産 は １ ７ 年 に 登 場 か 」  

日 産 自 動 車 は １ ７ 年 に も 第 １ ス テ ー ジ 車 の 投 入 を 目 指 し て い る 。
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Ｆ Ｃ ス タ ッ ク は １ １ 年 に 当 時 世 界 最 高 の １ リ ッ ト ル あ た り ２ ． ５ ｋ

Ｗ の 出 力 密 度 を 達 成 、 こ れ を さ ら に 高 め る 開 発 を 進 め る 。 同 社 は ０

５ 年 に Ｆ Ｃ Ｖ の 完 成 車 を 世 に 発 表 し て 以 降 、 こ れ ま で Ｆ Ｃ ス タ ッ ク

の 開 発 を 中 心 に し た 要 素 開 発 に 資 源 を 集 中 し て き た 。 心 臓 部 が 高 性

能 化 、 小 型 化 し て い く こ と に よ っ て 、 効 率 的 な Ｆ Ｃ Ｖ を 低 コ ス ト で

ユ ー ザ ー に 提 供 し て い く 戦 略 だ 。 白 金 の 量 も 確 実 に 減 ら し て き て お

り 、 技 術 的 に Ｆ Ｃ Ｖ は 実 用 化 出 来 る 域 に 到 達 し て い る 。  

Ｆ Ｃ Ｖ で 世 界 の メ ー カ ー が 統 一 し て い る の は 、水 素 貯 蔵 タ ン ク だ 。

ま ず は ７ ０ Ｍ Ｐ ａ タ ン ク を 搭 載 、 航 続 距 離 ６ ０ ０ － ７ ０ ０ ｋ ｍ を 実

現 す る 。こ の 決 定 は 言 い 換 え れ ば 現 在 は ７ ０ M Pａ し か 有 効 な 水 素 貯

蔵 法 が な い の だ 。 将 来 の 普 及 に 向 け 水 素 タ ン ク が コ ス ト 面 で の 大 き

な ネ ッ ク に な る 可 能 性 も あ る 。  

「 水 素 ス テ ー シ ョ ン 並 行 立 地 へ 」  

水 素 ス テ ー シ ョ ン の 建 設 は Ｆ Ｃ Ｖ 普 及 へ の 重 要 な カ ギ だ 。 日 本 で

は ま ず １ ０ ０ カ 所 の 立 地 に 動 く 。J X 日 鉱 日 石 エ ネ ル ギ ー は ４ ０ カ 所 、

岩 谷 産 業 は ２ ０ カ 所 の 建 設 を 公 表 す る 。 １ ヶ 月 ２ ０ ０ ０ 台 の Ｆ Ｃ Ｖ

が 来 る ス テ ー シ ョ ン 規 模 だ と 現 在 ５ 億 円 は す る の を 、 い か に ３ － ４

億 円 か ら １ 億 円 レ ベ ル へ 下 げ て い く か が 課 題 。 Ｆ Ｃ Ｖ の 商 用 第 一 ス

テ ー ジ は 、 自 動 車 メ ー カ ー 各 社 に と っ て Ｆ Ｃ Ｖ へ の 理 解 を 高 め て 頂

き 、 新 し い 水 素 社 会 シ ス テ ム を 構 築 し て い く 出 発 の 年 で も あ る 。 価

格 は い く ら に な る の か 。 現 在 、 １ ０ ０ ０ 万 円 を 切 る レ ベ ル に 来 て い

る こ と は 間 違 い な く 、 １ ５ 年 車 は ５ ０ ０ 万 円 ま で い か に 近 づ く か で

あ る 。  

年 間 数 万 台 に な れ ば 、 コ ス ト ダ ウ ン も 進 む 。 ト ヨ タ は ２ ０ ２ ０ 年

以 降 に 年 数 万 台 を 見 込 ん で い る 。 普 及 へ の ス テ ッ プ は ２ ０ ２ ０ 年 か

ら ２ ５ 年 の 第 ２ ス テ ー ジ と な る 。  
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「 燃 料 電 池 を 含 む コ ー ジ ェ ネ  ２ ０ ３ ０ 年 に は 発 電 規 模 の １

５ ％ へ 」  

２ ０ ３ ０ 年 の 電 力 供 給 計 画 で 、 原 子 力 発 電 の 比 率 を 再 生 可 能 エ ネ

ル ギ ー と コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン で カ バ ー し て い こ う と す る 分 散 型 発

電 導 入 へ の 動 き が 大 き く 高 ま っ て い る 。 家 庭 用 燃 料 電 池 も 分 散 型 電

源 で あ り 、 こ の 家 庭 用 Ｆ Ｃ と 産 業 用 コ ー ジ ェ ネ を 合 わ せ 、 ト ー タ ル

で 天 然 ガ ス コ ー ジ ェ ネ を ３ ０ ０ ０ 万 ｋ Ｗ と 、 現 在 の ３ 倍 強 の 導 入 量

を 目 指 す と 、前 政 権 時 代 に ま と め た エ ネ ル ギ ー 政 策 で も 示 し て い る 。 

「 プ ロ シ ュ ー マ と し て 」  

電 力 需 要 側 の 高 効 率 機 器 は ヒ ー ト ポ ン プ で あ り 、 電 力 の 消 費 者 が

発 電 へ も 寄 与 す る プ ロ デ ュ ー サ ＆ コ ン シ ュ ー マ （ プ ロ シ ュ ー マ ） と

し て そ の 中 核 の 役 割 を 担 う の が コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン で あ る 。 ２ ０

１ ２ 年 の コ ー ジ ェ ネ 導 入 規 模 は ９ ５ ４ 万 ｋ W で あ り 、産 業 用 が ７ ５

０ 万 ｋ Ｗ 、 民 生 が ２ ０ ０ 万 ｋ Ｗ 程 度 で あ る 。 都 市 ガ ス の イ ン フ ラ に

合 わ せ 、 ガ ス エ ン ジ ン 、 ガ ス タ ー ビ ン を 中 心 に 普 及 、 現 在 コ ー ジ ェ

ネ に 使 用 す る 燃 料 の 半 分 が 天 然 ガ ス 、 油 は ３ ６ ％ だ 。 ガ ス エ ン ジ ン

は 川 崎 重 工 業 製 の ７ ８ ０ ０ ｋ Ｗ 機 が 効 率 ４ ９ ％ と 世 界 最 高 を 実 現 、

ホ ン ダ の ７ ０ ０ W 機 は 家 庭 用 コ ー ジ ェ ネ と し て 導 入 、効 率 は ２ ６ ％

に な る 。 ガ ス タ ー ビ ン は 航 空 機 転 用 型 な ど 万 ｋ Ｗ ク ラ ス が あ り 、 効

率 は ４ １ － ４ ４ ％ だ 。 Ｆ Ｃ の 効 率 は 家 庭 用 で ４ ０ ％ を 超 え 、 Ｓ Ｏ Ｆ

Ｃ の 高 温 型 に な れ ば 、 家 庭 用 で ４ ５ ％ 、 産 業 用 は ５ ０ ％ 台 に な る 。  

「 ３ ０ ０ ０ 万 ｋ Ｗ に 向 け Ｆ Ｃ と 産 業 用 」  

コ ー ジ ェ ネ は 設 置 す る 時 間 が 短 く 、 コ ス ト 競 争 力 が あ り 、 ３ ０ 年

に ３ ０ ０ ０ 万 ｋ Ｗ 実 現 に 向 け 、産 業 界 に と っ て は 自 立 電 源 の 確 保 と 、

エ ネ ル ギ ー ビ ジ ネ ス へ の チ ャ レ ン ジ で あ る 。 全 電 源 の １ ５ ％ を コ ー

ジ ェ ネ で カ バ ー す る と し て 、 実 現 す れ ば ビ ジ ネ ス 規 模 は １ ０ 兆 円 を
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超 え る と も 予 想 さ れ る 。 １ ５ ％ の う ち ３ ％ （ ６ ０ ０ 万 ｋ W 規 模 ） は

燃 料 電 池 が 占 め る と 見 ら れ る 。「 １ ２ ％ は 産 業 用 コ ー ジ ェ ネ と し て 、

老 朽 火 力 の 代 替 で も 実 用 化 し よ う 。規 模 は １ ０ 万 ｋ Ｗ 級 も 出 て く る 」

（ 東 京 ガ ス ） と 予 想 す る 。 電 気 を 主 体 に し た ガ ス エ ン ジ ン タ イ プ の

電 源 コ ー ジ ェ ネ は １ ０ ０ ０ 万 ｋ W に な る こ と も 予 想 さ れ る 。ま た 再

生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 電 気 を 制 御 す る コ ー ジ ェ ネ シ ス テ ム の 導 入 に よ

り 電 力 の 最 適 化 を 実 現 す る 、 ス マ ー ト エ ネ ル ギ ー ネ ッ ト ワ ー ク と し

て も 拡 充 が 見 込 ま れ る 。  

「 中 国 も 急 拡 大 へ 」  

コ ー ジ ェ ネ は 欧 米 の 導 入 が 進 み 、 ド イ ツ は ２ ０ １ ０ 年 で ２ ２ ０ ０

万 ｋ W、 米 国 は １ 億 １ ０ ０ ０ 万 ｋ Ｗ と な る 。 ２ ０ ３ ０ 年 に は そ れ ぞ

れ ３ ４ ０ ０ 万 ｋ Ｗ 、 ２ 億 ４ １ ０ ０ 万 ｋ Ｗ を 目 指 し て い る 。 中 国 も 現

在 の ２ ０ ０ 万 ｋ Ｗ を ２ ０ 年 に は ５ ２ ０ ０ 万 ｋ Ｗ に 急 拡 大 し て い く 計

画 で あ る 。  

「 シ ェ ー ル ガ ス と Ｌ Ｎ Ｇ 価 格 の 低 減 」  

日 本 に と っ て コ ー ジ ェ ネ 普 及 の た め 天 然 ガ ス ネ ッ ト ワ ー ク の 拡 充

は 重 要 で あ り 、 新 規 ガ ス パ イ プ ラ イ ン ネ ッ ト ワ ー ク 計 画 が １ 兆 ９ ０

０ ０ 億 円 規 模 で 具 体 化 し 、 規 制 を 緩 和 し て い く こ と に よ っ て 産 業 用

コ ー ジ ェ ネ は 増 加 し て い く 。 そ し て 天 然 ガ ス の 安 価 で 安 定 し た 供 給

も 重 要 な 柱 で あ る 。 シ ェ ー ル ガ ス 革 命 に よ っ て 米 国 は 今 後 天 然 ガ ス

の 輸 出 国 に な る 。 日 本 向 け も １ ７ 年 か ら 導 入 が 始 ま る 可 能 性 が 高 ま

っ て き た 。 今 後 は 欧 州 に 比 べ て 倍 は 高 い 東 ア ジ ア 向 け 天 然 ガ ス 価 格

の 引 き 下 げ に 向 け 、 現 在 の 原 油 価 格 リ ン ク を 改 め た 新 し い Ｌ Ｎ Ｇ 価

格 体 系 へ と 替 え 、 価 格 変 動 幅 を 小 さ く し た 天 然 ガ ス 輸 入 の 実 現 が 、

今 後 の Ｌ Ｎ Ｇ 輸 入 に 強 く 求 め ら れ る 。  


